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検 検討主体の報告

※１　「今後の治水対策のあり方について　中間とりまとめ」（平成2
　　　に関する有識者会議）
※２　社会情勢の変化等により、検証主体自らが検証対象ダムを中止する方向性で考えている場合には、
　　　従来からの手法等によって検討を行うことができる。

霞ヶ浦導水、利根川上流ダム群再編、川上ダムに関する
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